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図 5 本論における自然界と都市の相互関係図(作成：繭山桃子) 
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1 財務省『減価償却資産の耐用年数等に関する省令別表第一（機械及び装置以外の有形減価償却資産の耐用年数表）』(平成
25 年最終改訂) 





























































                                                 


































                                                 
4 ロラン・バルト著 宗左近訳『表徴の帝国』新潮社 1974 年 p43 
5 垂水稔『結界の構造』名著出版 1990 年 p161 


































図 10 皇居周辺の上空写真 


























                                                 




















                                                 
7 三木アヤ『自己への道－箱庭療法による内的訓練－』 黎明書房 1983 年 p183 

























































                                                 
8．発生を異にする複数の隣接する都市が発展し、行政区分を越える一つの都市域として繋がった状態のこと。 
















図 16 生命活動を守るための、様々にパターン化された「巣」（左：蜂の巣 右：ギンメッキゴミグモの巣） 




























図 18  ル・コルビュジェ「パリ・ヴォアザン計画」（部分） 1925 年 
図 20 ジョルジュ・キャンディリス他 
「矛盾と議論から生み出された成長」1961 年 






















                                                 
9 南原実訳『クレーの日記』より 943 番・944 番 新潮社 1961 年 
図 22 パウル・クレー「浮遊」 
油彩・スタンプ 84.0 ㎝×84.0 ㎝ 1930 年 

































                                                 
10 那須正幹著・長野ヒデ子絵『ふとんやまトンネル』 童心社 1994 年 
図 23 長野ヒデ子「ふとんやまトンネル」表紙 



























































































































































































（左上：フェンスに囲われ鍵のかかった立ち入り禁止区画 右上：住宅街の中の小さな公園  


























図 29 小さな巣に守られたコヨシキリのヒナたち  
図 30 繭山桃子「Hexagonal grids」（部分） 





























































図 33 ヤチェク・イェルカ「Under the Landscape II」
ジクレー 36.0 ㎝×30.0 ㎝ 1989 年 
ジクレー 480×530 ㎜ 2001 年 
図 34 ヤチェク・イェルカ「Twilight in the 
Nursery」ジクレー 73.6 ㎝×66.0 ㎝ 1990 年 
ジクレー  





































                                                 
11 中村雄二郎『場所 トポス』弘文堂 1989 年 p135 


























                                                 
12 昨今では孤独であるかいなかは本人の感じ方により大きくその意味合いが変わる為、「独居死」と呼ぶのが相応しいと
言う意見が多くなっている。  

































                                                 
13 エドマンド・リーチ著 青木保,宮坂敬三訳『文化とコミュニケーション 構造人類学入門』1981 年 p74 


















































































































































































































































































                                                 
14 鈴木栄太郎『日本農村社会学原理 鈴木栄太郎著作集Ⅰ』未来社 1968 年 p325～329 

































































                                                 
15 1937 年初版刊行 
































































図 50 バリ島の方位観(作成：繭山桃子) 

































                                                 
18 中村雄二郎「魔女ランダ考 バリ島の〈パトスの知〉」大江健三郎、中村雄二郎、山口昌男編『叢書文化の現在 6 生と






































































                                                 












































































                                                 
20 皆本二三江『だれが源氏物語絵巻を描いたのか』草思社 2004 年 p120 
図 51 テーマを自由に与えた女児達の絵（左上：４歳女児作品 右上：5 歳女児作品 








































図 52 テーマを自由に与えた男児達の絵（左上：5 歳男児作品 右上：5 歳男児作品  



































































































                                                 
21 ヨハン・ホイジンガ著 高橋英夫訳『ホモ・ルーデンス』中公文庫 1973 年 p36 































































































                                                 
23 プロセニアム・アーチ（proscenium arch）：客席からみて舞台を額縁のように区切る構造物 
 
図 55 再現された空間 左：ドールハウス 右：舞台演出 







































図 58 リチャード・ダッド「パック」 油彩 59.2 ㎝×59.2 ㎝ 1841 年 






























図 59 ヤン・ブリューゲル，ピーテル・パウル・ルーベンス 「楽園のアダムとイブ」  
油彩 114.0 ㎝×74.0cm 1615 年頃 
図 60 富貴寺大堂仏後壁阿弥陀浄土変相図 復元 
大分県立歴史博物館 1997 年 
図 61 ヒエロニムス・ボス「快楽の園」 油彩 


































図 63 悲しみに咽ぶ、リアルな表情の女房たち(左：国宝「伴大納言絵巻」中巻 部分)と、 
美女として象徴的に描かれる浮舟と女房(右： 国宝「源氏物語絵巻 東屋（一）」部分) 
 







































                                                 
24 ウィリアム・シェイクスピア著 福田恒存訳 『夏の夜の夢・あらし』 新潮社 1971 年 p217 
図 64 ジョン・フィッツジェラルド「エアリエル」 水彩 53.3 ㎝×35.6 ㎝ 1858 年 
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第 5 章 絵画的要素 
 
































                                                 
25 基本的には赤・青・白・黒・黄の 5 色だが、青・黒の代わりに樺・紫・緑などを含める場合など差異がある。 
図 65 自作品において頻繁に用いる色相
の例 





























                                                 




































































































































































































                                                 










図 74 エル・グレコ「ろうそくに火を灯す少年」 
油彩 61.0 ㎝×51.0 ㎝ 1575 年頃 
図 75 加山又造「花」紙本彩色 43.0 ㎝×35.0 ㎝ 1978 年 































































図 77  繭山桃子「fuga」紙本彩色 53.0 ㎝×33.3 ㎝ 2012 年 
図 78  繭山桃子「urban syncopation」紙本彩色 53.0 ㎝×45.5 ㎝ 2012 年 
図 79  繭山桃子「Polyphonic World」紙本彩色 338.0 ㎝×162.0 ㎝ 2013 年 
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28 ヨハン・ホイジンガ著 高橋英夫訳『ホモ・ルーデンス』中央公論社 1973 年 p.284 
図 82 俵屋宗達 国宝「風神雷神図屏風」紙本着色 二曲一双 17 世紀前半 
 


























































図 84 歌川国芳「大物浦平家亡霊図」大判錦絵三枚続 39.2 ㎝×76.8 ㎝ 江戸時代 
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